
福井県衛生環境研究センター研究員活動報告 概要 

 
演題名 2008年夏季に検出された Respiratory syncytial virusの分子疫学的解析 
学会名 第５２回 日本感染症学会中日本地方会学術集会 
発表者名 中村雅子 

開催日時 

および場所 
平成２１年１１月２８日（土） 

名古屋国際会議場 

発表内容 2008年夏季に RSウイルス（RSV）感染症の地域流行があったので、そ
のウイルス解析を行なった。 

2008年 6月～9月に採取した鼻腔吸引液検査したところ、52検体中 28
検体から RSVが検出された。サブグループは A型が 21検体、B型が 7検
体であった。検出された患者の居住地域は、主に福井県嶺北地方一円に渡

っていた。年齢は 1才が最も多く(11/28)、次いで 2才(8/28)、0才(6/28)、
3才(3/28)の順であった。臨床症状は気管支炎（細気管支炎を含む）がほと
んど(25/28)であり、入院した重症患者が 3 名いた。最高発熱は平均 38.9
度±0.8度であった。 
遺伝子解析の結果、これまで県内で流行していなかったクラスターの

RSV（A型）が 2008年 1月に出現し、このウイルスが 2008年夏季の RSV
感染症の流行の一因となったものと考えられた。 

 
 
 
 
 


